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監事
委員長

佐藤 　恵一
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教授
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南井 　浩昌
みなみい ひろまさ 北陸エアターミナルビル株式会社
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※小松市公立大学法人評価委員会条例により設置する市長の附属機関。法人の運営に関し、第三者の視点から評価を行う。
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　令和６年能登半島地震において犠牲になられた方々に深く哀悼の意を表するとともに、被災され
た方々にお見舞いを申し上げます。また、一日も早く日常生活が戻りますことを心よりお祈り申し上げ
ます。
　さて、３月16日に開業しました北陸新幹線小松駅は、多くの方々に利用され、新たなにぎわいが生
まれております。公立小松大学におかれましても、新幹線駅に隣接する大学としての立地を活かし、各
分野の交流を促進することで、教育・研究の更なる発展を期待します。
　平成30年度に開学した公立小松大学は、令和５年度をもって６年間の第１期中期目標期間を終了
しました。その間、新型コロナウイルスの感染症の拡大による行動の制限を受けながらも、学生の教育
研究活動の継続に努め、地域に優秀な人材を送り出すなど、目標の達成に向けて順調に進められてき
ました。また、大学院サステイナブルシステム科学研究科を開設し、大学院棟や研究実験棟を整備する
など、教育・研究の高度化にも取り組まれております。
　令和６年度からは、新たな第２期中期目標期間が始まります。公立小松大学が、これまでの実績を
糧に更なる教育研究活動を展開し、地域全体の持続的な成長につながることをご祈念いたします。



総

評

全体評価

全体
評価 A 中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる

項目

項目別評価
評価結果 評価基準

教育・研究

法人経営

地域貢献

①

①

②

②

③

③
④

①

（1）

（3）

（2）

教育

業務運営

研究

財務

国際交流

自己点検評価・広報

その他

地域貢献

A 順調

順調

順調

順調

順調

A

A

A
順調A

A

S 特筆すべき
進行状況

A 順調

B 概ね順調

C 要改善

D 要抜本的改善
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　令和５年度の公立大学法人公立小松大学の業務実績は、全体として中期目標・中期計画の達成
に向けて順調に進んでいると評価できる。
　開学６年目の令和５年度においても、就職内定率は100％となり、令和３年度から３年連続の達
成は大きな成果として評価できる。今後は、各学科・専攻とキャリアサポートセンターが連携した支
援を行うことに加えて、卒業生とも連携を図ることで、より充実した学生のキャリア形成と就職活動
支援に取り組んでいただきたい。
　教育面では、看護師・保健師・臨床工学技士の国家試験合格率が全国平均を大きく上回ったこと
は評価できる。また、交流協定を締結している海外大学等との交流や地域貢献活動を通して、様々な
経験を積み、広い視野・考え方を持つ学生を育成されることを期待する。
　研究面では、科学研究費補助金や論文数等、教員の研究実績が全体として目標値を上回ったこと
は評価できる。一方で、教員用の自己点検・評価シートの活用を継続し、教員自らが自身の活動を見
直すとともに全学的に教育の質の向上に取り組んでいくことを期待する。
　１月に発生した能登半島地震における安否確認等の対応については、これまでの防災訓練が活
かされた面もあるが、組織的にさらに入念な体制づくりを行い、安全対策をはじめ、コロナ禍で整備
されたオンラインやオンデマンドによる学修の提供を充実させるなど、引き続き学生の教育機会が
確保されるよう取り組んでいただきたい。

順調A

順調A



①

教

育

項目別評価　［ ⑴ 教育・研究編 ］

評価 A 中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる

 主な活動内容と成果  評価委員会による評価

●

●

●

●

　年度計画の各項目において、計画を達成ま
たは上回る取り組みが行われており、順調に
進んでいると評価される。

 【 評価 】

◎

◎

◎

◎

◎
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授業評価アンケートに加えて、外部Webア
セスメントテストを導入し、学修成果を可視
化することで、教育改革・改善に繋げた。

地域企業と連携した実習やインターンシッ
プ、海外語学研修を実施し、地域と世界で
活躍するグローカル人材の育成を図った。

9月4日に文部科学大臣から大学院サステイ
ナブルシステム科学研究科博士後期課程の
設置認可を受け、入学者選抜試験、関係諸
規則の整備、入試広報などを実施した。

国家試験対策特別講座の開講や模擬試験
等を実施し、国家試験の合格率は、看護師、
保健師ともに100％、臨床工学技士は89.6%
となり、いずれも全国平均を上回った。

各学科・専攻とキャリアサポートセンターが
連携して就職活動支援を行い、就職内定率
は３年連続で100％を達成した。

物価高に対する経済対策として、日本学生
支援機構の給付型奨学金支給対象者108
名に1万円～２万円の支援金を支給した。

学生の課外活動が平常化し、ボランティア
サークル、地域活性化サークルなど、大学公
認サークル33団体に活動助成を行った。

●

●

内部質保証に向けた取り組みを種々の角
度で行っており評価できる。アンケート結
果などに基づき、さらなる学修者本位の授
業改善、教育改革等が期待される。

保健医療学部のJICA青年研修事業の採択
によるカンボジア医療従事者らとの地域
保健医療プログラムの実施は、学生の国
際的な視野を広めるためにも有意義であ
る。

教員には、常に研究と修養に努め、専門性
の向上を図ることが求められる。個々の教
員の研究力、教育力を向上させることが学
生の進路や教育の質向上につながる。

大学院博士課程が開設され、定員を確保
することができた。大学院進学者は、内部
進学者、外部進学者、社会人、留学生とバ
ランスも良い。グローカル文化学専攻の
内部進学者の確保が課題である。

就職内定率が3年連続で100%を達成した
ことは、大いに評価できる。卒業者が地元
企業等のニーズや期待に応えられている
かどうかを把握し検討していくことも重要
である。

令和６年４月大学院サステイナブルシステム科学研究科
博士後期課程開設
大学が有する工・文・医系の全アクティビティを結集、連携させ、持続可能な目標達
成に向けての課題の相互関連性の認識と統合的な解決への意識を共有し、専攻
の垣根を超えた連帯と協働で教育研究を行う。

●



  数値指標の達成状況

令和５年 4.66（一般5.5、推薦2.3）
令和６年 4.92（一般5.8、推薦2.2）最終年度志願者数

／募集定員志願倍率

項目 考え方（指標） 達成年度 中期計画目標値 R5目標値 実績 備考

5段階評価
（平均値）学生の満足度

開講テーマ数
／年

市民公開講座
開講数

教員参画数
／年

市民図書館
利用者数／年

市民による
施設利用度

自習室利用
登録者数／年

大学施設
利用件数／年

毎年度

完成年度以降

完成年度以降

毎年度

毎年度

毎年度

2倍 以上

3.3

10 ／年

20人 ／年

500人

80人

25件

3.3

500人

80人

25件

4.66倍

4.25

12

21人

0人

0人

205件

参加者数／年インターンシップ
参加者数

毎年度
(3年目以降) 200人 200人 延べ196人

市民大学                              6 
市民公開フォーラム　   １

ものづくり人材
スキルアッププログラム １

中央    28件（こまつ市民大学利用ほか）
粟津 177件（運動場利用ほか）
末広　  0件

10 ／年

新型コロナウィルス感染症の影響を鑑み、

学外者の利用を中止したため

学外者の利用を中止したため
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20人 ／年

新型コロナウィルス感染症の影響を鑑み、

｢学外技術体験実習」(生産)　81人
｢インターンシップ」(国際)　51人
その他(授業外)　　　　　　  64人

外国語能力
検定試験結果

標準修業年限での
卒業者の比率

就職希望者の
就職率

国家試験
合格率

国際文化交流学部
TOEICスコア
　(4年生平均)

毎年度 600点 600点 576点

4年間で卒業した人数
/当該年度入学者数

毎年度
(完成年度以降) 80％ 80％ 88.8％

毎年度
(完成年度以降)

就職者数
/就職希望者数

90％以上 90％以上 99.0％ 2024年3月末時点の就職内定率
100％

看護師の合格率

保健師の合格率

毎年度
(完成年度以降)

毎年度
(完成年度以降)

95％以上

95％以上

95％以上

95％以上

  100％

 100％ 全国合格率　95.7%

合格率
臨床工学技士の 毎年度

(完成年度以降) 95％以上 95％以上  89.6％ 全国合格率　79.5%

前期　4.25 
後期　4.24 

全国合格率　87.8%

資格取得支援講座　　   １ 
市民大学                            17 
市民公開フォーラム　   ３
ものづくり人材
スキルアッププログラム １
資格取得支援講座　　   ０ 

2倍 以上

次世代考古学セミナー   ３



②
　
研
　
究

項目別評価　［ ⑴ 教育・研究編 ］

評価 A 中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる

 主な活動内容と成果  評価委員会による評価

　年度計画の各項目において、計画を達成ま
たは上回る取り組みが行われており、順調に
進んでいると評価される。
　
 【 評価 】

◎

◎

◎
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●

●

●

「公立小松大学重点研究『つよみ』」制度
を実施し、学内の分野横断型の独創的研
究１件に対し助成を行った。

各学科の特色ある個別研究に対し、研究
助成金「研究発展・向上費」を交付した。

研究シーズ集・研究者要覧及び広報誌
「Tachyon Academia」を発行し、各種研
究イベントや協力企業等に発信した。

次世代考古学研究センターを創設し、必
要人員を配置するとともに、マヤ文明世
界遺産と小松の石文化をテーマとした市
民公開フォーラムを開催し、研究成果を
発信した。

企業等からの委託により、学術上の課題解
決について大学研究者が助言等を行う「技
術コンサルティング制度」を創設した。

専任教員の研究実績は、学会報告件数、
学術論文数、外国語論文数、著書発表数、
共同研究・受託研究数、科学研究費補助
金採択件数、その他外部資金採択件数の
いずれも目標値を上回った。

科学研究費補助金の申請や不正防止及
び利益相反への対処等について、教職員
FD・SD研修を実施するとともにeラーニ
ングの受講や外部主催研修会への参加
を促した。

●

「公立小松大学重点研究『つよみ』」制度を
活かして、大きな研究成果に発展するよう
期待する。

外部資金獲得の重要性を認識し、全学を
挙げて取り組んでいただきたい。大学の
目玉となる民間機関等との大型の共同研
究などが生まれると良い。

専任教員の論文・著書数は、目標値を上回
っており、今後はよりランクの高い雑誌への
掲載も目指していただきたい。過去５年の
論文数が極めて少ない教員については、一
般研究費の執行を制限するなどの対応も
考えられる。

次世代考古学研究センターの創設により、
マヤ考古学調査研究を通して学んだこと
を地域に活かしていただきたい。

技術コンサルティング制度は、地域の課題
解決への貢献が期待されるだけでなく、共
同研究や受託研究のきっかけにもなる。気
軽に申し込みができる環境を一層整えて
いただきたい。

◎

◎

●

●

市民公開フォーラム「次世代考古学が拓く未来」(10/29)
サイエンスヒルズこまつ3Dスタジオにて開催。マヤ文明世界遺産における国際貢献と
小松の石文化を用いた地域貢献について、令和５年４月に設置した次世代考古学研
究センターの取り組み、研究などを市民に広く紹介した。



  数値指標の達成状況

完成年度以降

完成年度以降

完成年度以降

完成年度以降

完成年度以降

完成年度以降

完成年度以降

報告件数／年学会報告件数

項目 考え方（指標） 達成年度 中期計画目標値 R5目標値 実績 備考

論文数／年論文・著書数

語国外の他のそ ・ 語英
論文数／年

著書発表数／年

実施件数／年共同研究・
受託研究数

科学研究費補助金等
獲得状況

科学研究費補助金
採択件数／年

その他外部研究資金
採択件数／年

100件

70編

30編

5編

10件

15件

5件

213件 

109編 

 17編 

17件 

 53件 

 34件 

共同研究  10件
受託研究  ７件

新規　 12件
継続　 41件

08

各種展示会イベントへの出展
（上：5/26・27 e-messe kanazawa、下：5/18～5/20 MEX金沢）
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100件

70編

30編

5編

10件

15件

5件

地域ニーズとのマッチングや地域課題解決、共同研究などのきっかけとなることを目指し、各種展示会へ
の出展を通して教員の研究紹介を実施。大学のPRにもつなげている。

79編 

日本語  　　　30編
英語・
その他外国語  79編

国内学会　    177件
国際学会　      36件

助成金　       26件

応募型受託研究 ５件
奨学寄附　   ３件

学会報告
件数

論文数 外国語
論文数

著書発表数 ・ 究研同共
受託研究
実施件数

70編 30編 5編 10件100件

17件

17編

79編

共同10件
受託  7件

 5件15件

53件

新規12件
継続41件

中期計画2023年度目標値

教員の研究実績

科学研究費
補助金

その他外部
研究資金

34件

213件

109編



③
　

流
交
際
国

項目別評価　［ ⑴ 教育・研究編 ］

評価 A 中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる

 主な活動内容と成果  評価委員会による評価

●

●

●

　年度計画の各項目において、計画を達成ま
たは上回る取り組みが行われており、順調
に進んでいると評価される。
　
 【 評価 】

◎

◎

◎

◎

◎

09

JICA青年研修「地域保健医療」プログラム（12/1～12/26）
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グアテマラ共和国のデル・バジェ大学と大
学間交流協定を締結し、国際機関等との
協定締結は19件となった。

長期・短期交換留学実績として、海外協定
校へ学生40名（オンライン３名）を派遣し、
留学生12名の受け入れ支援を行った。

アンコール遺跡整備公団への海外インタ
ーンシップや中島記念国際交流財団の助
成金を活用した異文化交流事業の実施を
通じて国際理解を深めた。

外務省主催「カケハシ・プロジェクト」の採
択をうけ、臨床工学科及び国際文化交流
学科の学生がカナダを訪問し、対日理解
促進プログラムを実施した。

３年連続でJICA青年研修事業の採択を受
け、保健医療学部とカンボジアの医療従
事者らとの地域保健医療プログラムを約
１か月間の日程で実施し、学術交流を深
めた。

小松市国際交流協会との共催で英会話カ
フェを開催するととともに、中国語圏留学
生らが中国語カフェを開催し、地域の異文
化交流を深めた。

国際交流センター公認サークルKOMA-
Friendを新設し、学生メンバー50名が
留学生や交流事業を支援した。

保健医療学部の教員が一般財団法人日本国際協力センター（JICE）中部支所と協
力し、独立行政法人国際協力機構（JICA）の令和5年度青年研修「保健医療（地域
保健）B」を実施。

●

海外の大学等との交流協定の締結数は着
実に増えている。今後、締結大学等との一
層活発な交流を期待する。

海外大学等との交流協定について、観光、
技術など各分野に応じた国があるとよい。
大学が得るだけでなく、相手国へ貢献す
ることも大切であり、バランスよく交流して
ほしい。

留学生の受入・派遣人数は、コロナ禍の影
響を受けながらも、目標値を達成できて
いる。今後一層の増加を期待する。

国際文化交流学部を有していることを踏
まえ、さらなる国際交流の活発化、海外研
修の促進が必要と思われる。国際文化交
流学部のTOEICスコアは、目標の600点ク
リアを目指して頑張ってほしい。

海外研修・留学等について、円安の影響を
大きく受けているが、各種補助金などによ
り対処できた。

 （大学間：11件、部局間：５件、その他機関：３件）

●

●



学大州常 ＊ ］国中［
 ＊ 東南大学 外国語学院・海外教育学院

［ニュージーランド］＊ オークランド大学
 　English Language Academy

［インドネシア］＊  ハサヌディン大学

［台湾］  ＊ 建国科技大学
 ＊ 国立中央大学 英米語文学科・言語センター
 ＊ 国立中山大学 工学部

［タイ］  ＊ プリンス・オブ・ソンクラ大学
 ＊ ランシット大学
 ＊ モンクット王立工科大学トンブリー校 
 　産業教育技術学部
 ＊ 泰日工業大学
 ＊ ナレスワン大学社会科学部
［カンボジア］＊ 国立アンコール遺跡整備公団

［アメリカ合衆国］
 　＊ オースティン・ピー州立大学

シリコンバレーオフィス

［マレーシア］＊ トゥンク・アブドゥル・ラーマン大学 

短期        30人 (オンライン留学３人)

長期 10人 
毎年度
(3年目以降)派遣人数／年

項目 考え方（指標） 達成年度 中期計画目標値 R５目標値 実績 備考

協定数（累計）海外大学等との
交流協定締結数

発表者数／年国際シンポジウム・
セミナー等
発表・開催数

開催件数（累計）

最終年度

完成年度以降

最終年度

40人以上

10件 10件

15件

15人

15件

40人

短期 5人
長期　    7人 

国際学会 36人

招待講演　     1人 

毎年度
(3年目以降)受入人数／年留学生受入・

派遣数 10人以上 18人

 19件

37人

14件

大学間 11件
部局間 5件
その他   3  件

10人以上

40人以上

  数値指標の達成状況

10

外務省主催 対日理解促進プログラム
「カケハシ・プロジェクト」（3/3～3/11）

トゥンク・アブドゥル・ラーマン大学
スタディツアー受け入れ（10/15～10/24）

国・地域別海外連携機関
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15人

湖西大学校 ＊ ］韓国［

［グアテマラ共和国］
　＊ グアテマラ共和国文化スポーツ省
　　文化自然遺産副省
    ＊ デル・バジェ大学
［ホンジュラス共和国］
　＊ ホンジュラス国立文化人類学歴史学研究所

ティカルリエゾンオフィス
コパンリエゾンオフィス

大学院留学生　６人

臨床工学科及び国際文化交流学科６名がカナダを訪問し、外務省等へ表敬訪問
を行うとともに、ウォータールー大学にて日本文化を発信するプレゼンテーション
を行った。

マレーシアのトゥンク・アブドゥル・ラーマン大学から学生５名、職員１名の受け入れを行
い、国際交流センタースタディツアーを企画、実施した。
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評価 A 中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる

 主な活動内容と成果  評価委員会による評価

●

●

●

●

●

●

　年度計画の各項目において、計画を達成ま
たは上回る取り組みが行われており、順調に
進んでいると評価される。
　
 【 評価 】

◎

◎

◎

◎
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産官学合同シリコンバレー研修（8/20～8/25）
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公立小松大学シリコンバレーオフィスを
拠点とした現地研修は、小松市の参加と
助成を得て「産官学合同シリコンバレー研
修」へ規模を拡大して実施した。小松市長
及び学長が研修に同行し、産官学の連携
推進を図った。

シーズ・ニーズマッチングシンポジウム
2023を開催し、特別講演会や企業紹介、
交流会等を通して、協力企業等と学生及
び教職員が情報交換を行った。

第６回大学祭「青松祭」では、実行委員会
が中心となり、模擬店、学科紹介・進学相
談、ステージ発表など多様な企画を実施
した。

こまつ市民大学では、中央キャンパスを会
場に、教員が健康・医療、文化、国際情勢
など研究分野に沿った講座を多数開催し
た。

MEX金沢2023、e-messe kanazawa 2023、
北陸技術交流テクノフェア、T-Messe2023、
Matching HUB Hokuriku 2023などの産
官学連携イベントに出展し、大学の研究
活動や地域連携事業の発表を行った。

サイエンスヒルズこまつが主催する小・中
学生向けの各種イベントにおいて、教員
が講師を務め、学びや発見の楽しさを伝
えた。同会場の常設展示ブースでは大学
院の紹介及び最新の研究を発信した。

公立小松大学シリコンバレーオフィス（アメリカ カリフォルニア州）に学生
と地域の企業人、小松市職員を派遣し、現地での特別講義、視察、グループ
ワーク等を通じて現地の最新動向に触れつつ、グループワークやフィール
ドリサーチを通した課題解決型学習に取り組んだ。

世界のITをリードする米国シリコンバレー
での産官学合同研修は、それぞれの立場
からの相乗的効果が期待でき、今後も継
続していただきたい。

シーズ・ニーズマッチングシンポジウム
2023は、学生や教職員が企業等との交流
を行い、理解を深める貴重な機会となって
いる。

大学祭や地域行事がコロナ前から通常に
戻り開催することができ、市民と大学の交
流を深めることができている。

教育、研究、国際交流など幅広い分野にお
いて、小松市をはじめとする地域社会との
連携が重要である。課外活動においても、
学生の自主的活動が、展開されるよう指
導・支援が望まれる。



  数値指標の達成状況

完成年度以降開講テーマ数
／年

市民公開講座
開講数（再掲）

項目 考え方（指標） 達成年度 中期計画目標値 R５目標値 実績 備考

教員参画数
／年

市民図書館
利用者数／年

市民による
施設利用度（再掲）

自習室利用
登録者数／年

大学施設
利用件数／年

累計数連携施設・
店舗等の数

学生の地域行事等
ボランティア件数・
人数

件数／年

参加人数／年

完成年度以降

毎年度

毎年度

毎年度

最終年度

完成年度以降

完成年度以降

500人 500人

80人 80人

25件 25件

50件

20件

100人

205件

419件

48件

231人

協力企業等　　    392団体

ランチ助成券　　   27店舗

0人

0人 新型コロナウィルス感染症の影響を鑑み、

学外者の利用を中止したため

新型コロナウィルス感染症の影響を鑑み、
学外者の利用を中止したため

12

どんどんまつり　あんどん行列（10/7）

第６回 青松祭（10/21）
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20件

100人

どんどんまつり　　　　  1回
ボランティアサークル　47回

どんどんまつり　　　　18人
ボランティアサークル  213人

学部や学科、年齢の境界を飛び越えて、みんながハジけ、楽しめるような大学祭に、という願いを込め
「Break the Limit～ハジけろ！みらいへ！～」をテーマに開催。学生、教職員だけでなく、地域の方々や
高校生など多くの方々が来場した。

国際交流センター公認サークルであるKOMA Friendが中心となり、留学生を含む学生、教職員
26名でどんどんまつりのあんどん行列に参加。学生たちは大学オリジナルのはっぴ姿で、様々
な言語で交流を楽しみながら、力を合わせてあんどんを曳き、芦城公園からＪＲ小松駅前まで
練り歩いた。

中央    28件（こまつ市民大学利用ほか）
粟津 177件（運動場利用ほか）
末広　  0件

50件

10 ／年

20人 ／年

12

21人

市民大学                              6 
市民公開フォーラム　   １

ものづくり人材
スキルアッププログラム １

10 ／年

20人 ／年

資格取得支援講座　　   １ 
市民大学                            17 
市民公開フォーラム　   ３
ものづくり人材
スキルアッププログラム １
資格取得支援講座　　   ０ 

次世代考古学セミナー   ３
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項目別評価　［ ⑶ 法人経営編 ］

評価 A 中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる

 主な活動内容と成果  評価委員会による評価

●

●

●

●

●

　年度計画の各項目において、計画を達成ま
たは上回る取り組みが行われており、順調に
進んでいると評価される。
　
 【 評価 】

◎

◎

  数値指標の達成状況
項目 考え方（指標） 達成年度 中期計画目標値 R５目標値 実績 備考

件数（累計）業務改善
実施件数

FD・SD
活動取組
件数／年

FD・SDに
関する
取組件数

最終年度

毎年度

40件

1件以上 1件以上

45件 

３件 主催　３件

40件

13
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自己点検評価・内部質保証推進会議及び
評価室ヒアリングを実施し、組織的に教育
の質の保証と水準の向上に取り組んだ。

第２期中期目標・計画策定にあたり、法人
評価・認証評価など多様なステークホル
ダーから聴取した意見及び要望を取り入
れた。

大学院サステイナブルシステム科学研究
科博士後期課程の開設に向け、末広キャ
ンパス研究実験棟の教育研究環境の整備
を行った。

教職員の資質向上を目指し、教職員ＦＤ・
ＳＤ研修を年３回実施したほか、公立大
学協会や大学コンソーシアム石川など外
部が主催する研修会への教職員の参加を
促進した。

空調や照明の集中管理や電力デマンド監
視装置による電力の抑制、年間業務委託
の複数年化、給与明細閲覧機能のシステ
ム導入等によりコスト軽減を図った。

FD・SD研修会

内部質保証と教育の水準向上のための様
々な取り組みは評価できる。一方で、点検・
評価やデータ分析などが、教職員にとって
過度な負担にならないような配慮も求め
られる。

大学院博士後期課程のカリキュラム・ポリ
シーならびにディプロマ・ポリシーを実現
するために、教育研究環境の一層の充実
を期待する。

第１回は「利益相反を含む研究不正防止」、第２回は「教職員向け危機管理
セミナー」、第３回は「危機状態の可能性がある学生への対応」として、多様な
テーマで年３回の研修会を開催した。
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評価 A 中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる

 主な活動内容と成果  評価委員会による評価

●

●

●

　年度計画の各項目において、計画を達成ま
たは上回る取り組みが行われており、順調に
進んでいると評価される。
　
 【 評価 】

◎

◎

◎

  数値指標の達成状況
項目 考え方（指標） 達成年度 中期計画目標値 R５目標値 実績

自己収入額／年自己収入額 毎年度
(完成年度以降) 7億円 以上 8.2億円

科学研究費
補助金
採択件数／年科学研究費

補助金等獲得
状況（再掲）

完成年度以降 15件 53件

その他外部
研究資金
採択件数／年

完成年度以降 5件 34件

備考

14

教育研究経費
29%

一般管理費
10%

運営費交付金
55%

その他
5%

授業料等
38%

人件費
58%

法人の経営状況
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志願者確保に向けて、北陸三県・東海・信
越地方など延べ94校に対して、大学説明
会や高校訪問等を実施したほか、入学者
選抜要項や大学案内の送付、オープンキ
ャンパスの開催、大学Webサイト等を通じ
入試広報を展開した。

公立小松大学基金への寄附の案内パンフ
レットの送付や、大学Webサイトにおける
基金の活用事例の紹介により、企業、団体、
個人等からの寄附の受け入れを促進した。
年間寄附件数は計25件となり、修学支援
や教育研究活動に充当した。

科学研究費及びその他外部資金獲得の実
績は、科学研究費採択数53件、その他外
部資金獲得数34件となり、目標値を上回
った。

7億円 以上

15件

5件

新規　12件
継続　41件

助成金　26件
奨学寄附   3件
応募型
受託研究    5件

志願者確保に向けた様々な取り組みの成
果が現れている。今後、大学Webサイト等
を一層充実させるなど、効率的な入試広
報を展開していただきたい。

科学研究費採択数、その他外部資金獲得
数が、いずれも目標値を上回ったことは、
教員の研究内容とともに研修等の取り組
みの成果であり、評価できる。

能登半島地震被災学生のための基金寄
附が集まったことは、大学に対する理解、
認知度が高まっているという証拠である。

その他
3%寄付金

2%

19億0927万円
経常費用経常収益

23億3955万円

オープンキャンパス2023（7/15）
粟津、末広、中央の３キャンパスで実施し、合計396名が参加した。
（臨床工学科での腹腔鏡操作体験）
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●

●
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●

　年度計画の各項目において、計画を達成ま
たは上回る取り組みが行われており、順調に
進んでいると評価される。
　
 【 評価 】

◎

◎
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（一財）大学教育質保証・評価センターが実
施する、大学初となる大学機関別認証評価
を受審し、「適合」の評価を受けた。それを
契機として、内部質保証に係る体制及び方
針を策定した。

大学機関別認証評価において指摘があっ
た、学部及び大学院のアドミッションポリ
シー・カリキュラムポリシーの見直し他に
ついて適切に対応し、受審結果は大学
Webサイトで社会に公表した。

自己点検評価・内部質保証推進会議を年
３回開催し、大学全体の業務実績・進捗状
況の確認を行うとともに、各部局への改善
指示を行った。また、評価室ヒアリングを年
２回開催し、各部局の年間の業務の方針、
予定、進捗管理を行った。

大学Webサイトの運用、広報誌「Tachyon」、
大学案内の発行、ラジオ番組「世界に向かっ
て飛び立て！公立小松大学」など様々な媒体
での広報活動を展開した。広報室学生委員
が専用インスタグラムでキャンパスライフ
を写真や動画で紹介するなど、学生目線で
の情報公開を強化した。

９月と３月の年２回発行。学生の課外活動や大学内の注目すべきトピックス
や教員紹介などを取り上げ、情報発信を行った。

内部質保証に係る体制及び方針を定め、
組織的に教育の質向上に取り組んだ。こ
れらの取り組みを今後に活かしていただ
きたい。

大学機関別認証評価において指摘があっ
た事項について対応した結果を大学Web
サイトで社会に公表したことは適切であ
る。

令和５年度に一般財団法
人大学教育質保証・評価セ
ンターが実施する大学機関
別認証評価を受審。本学に
とっては初の受審となり、令
和６年3月15日付で「一般
財団法人大学教育質保証・
評価センターが実施した大
学機関別認証評価において
大学評価基準を満たしてい
る」との認定を受けた。

広報室学生委員の撮影技術の向上を図ることを目的に、小松市内の観光地
にて実践的なカメラ研修を実施。撮影した写真をインスタグラムに投稿する
ことで、小松市の魅力発信にもつなげた。



評価 A 中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる

 主な活動内容と成果  評価委員会による評価

●

●

　年度計画の各項目において、計画を達成ま
たは上回る取り組みが行われており、順調に
進んでいると評価される。

 【 評価 】
◎

◎

◎

◎

◎

④
　　

他
の
そ
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定期健康診断やストレスチェックなど職員
の心身の健康の維持・増進に取り組んだ。
定期的に職場巡視を行い、5S（整理、整頓、
清潔、清掃、習慣）活動の浸透を図った。

防災マニュアルに基づき各キャンパスや
学生寮での防災訓練を年２回実施した。

海外渡航時の危機管理マニュアルを整備
したほか、実践型の模擬訓練を実施し、事
故発生時の対応や家族への電話連絡、記
者会見等を行い、危機管理体制を強化し
た。

緊急通報・安否確認システム「Safetylink24」
について、オリエンテーション等を通じて
アプリの登録及び回答を呼びかけた。令
和６年能登半島地震では本アプリを用い
て学生及び教職員の安否確認を行った。

令和４年度の決算・業務について監事監
査を実施するとともに、令和４年度の業
務・会計処理についてキャリアサポート
センター及び総務課に対し内部監査を実
施した。また文部科学省の定めるガイド
ラインに基づき、公的研究費の通常監査
及び旅費に特化したリスクアプローチ監
査を実施し、いずれも適正に実施してい
ることを確認した。

定期健康診断やストレスチェックについて
は、受診率の向上や検診結果に基づくフィ
ードバックなど、効果的な取り組みに期待
したい。

各種防災マニュアルの整備や安全衛生管
理が行われている。防災など安全対策に
対しては組織的にさらに入念な体制づく
りをしていただきたい。

国際情勢が不安定さを増している中、実
践型の危機管理模擬訓練を実施したこと
は有意義である。

緊急通報・安否確認システムは、学生なら
びに教職員の早急な安否確認に不可欠で
ある。令和６年能登半島地震における活
用の検証も重要である。

大学院博士課程の設置認可や大学機関別
認証評価などは大きな活動成果である。
今後のさらなる内容充実、発展が期待さ
れる。

●

●

●

自衛消防訓練・防災訓練 危機管理訓練（12/26）



  大学の学部・学科構成
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生産システム科学部

サステイナブル
システム科学研究科

保健医療学部

国際文化交流学部

生産システム科学科

生産システム科学専攻

ヘルスケアシステム
科学専攻

グローカル文化学専攻

看護学科

臨床工学科

国際文化交流学科

学部 学科

合計

入学定員 収容定員 令和５年5月1日現在
現員

男 女 計

80 59 270 329

21 32 6 38

30 51 76 127

50 18 188 206

80

320

42

3 2 3 56

3 6 1 76

15 24 2 2630

合計 240 445 563 998960

120

200

320 307 29 336

  基本理念・教育理念

公立小松大学は、これまで地域で培われてきた教育資源である小松短期大学及びこまつ看護学
校の施設設備や高い教育実績を礎に、これらを再編・発展させ、南加賀唯一の４年制高等教育機関
として平成30年４月に開学した。

● 地域と世界で活躍する人間性豊かなグローカル人材を育成する大学
● 持続的発展に向けて生産システムや人間の健康医療の科学技術を革新し、
　 異文化交流を推進する大学
● 地域に対して貢献し、地域によって支えられ、地方を共創する大学

地域における教育、研究の中核的拠点として、以下の 基本理念 を掲げている。

● 確かな基礎知識と高度な専門能力の修得に向けた主体的な学びと組織的な教育
● 人間・社会・自然と科学技術の発展を総合的に捉える先駆的な科学教育
● 人間性豊かな市民、応用力のある専門職業人、グローカル人材を育成する
　 地域と協働した教育

また、基本理念に基づき、以下の 教育理念 を掲げている。

［ 単位：人 ］

  大学院の研究科・専攻構成
研究科 専攻

入学定員 収容定員 令和５年5月1日現在
現員

男 女 計

［ 単位：人 ］
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  組織図 令和５年５月１日現在
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中期目標の策定や中期計画の認可に際しての意見の提示、法人の業務成績についての評価を行うほか、評価結果
を踏まえ必要に応じて業務運営の改善・勧告を行うなど、法人の運営に関し、第三者の視点から評価を行う

学生課

財務課

総務課事務局

附属施設

学部

学長 ［副理事長］
副学長 ［教育担当］

公立小松大学

公立大学法人 公立小松大学

小松市

副学長 ［研究担当］

理事長

市長
設置者

理事

監事

保健管理センター

附属図書館

国際交流センター

地域連携推進センター

キャリアサポートセンター

教育研究審議会

学長選考会議
大学の学長の
選考を実施

経営審議会

法人評価委員会

附属図書館運営委員会
中央図書館
粟津図書館
末広図書館

評価室
広報室

中央保健管理センター
粟津保健管理センター
末広保健管理センター

研究倫理審査委員会

動物実験委員会

遺伝子組換え実験安全委員会

FD・SD推進委員会

国際交流センター会議

研究・社会連携委員会
キャリアサポートセンター会議

ハラスメント防止委員会

基金運営委員会

安全衛生委員会

危機管理委員会

入試部会

学生支援部会

教務部会

教育企画委員会

自己点検評価・内部質保証推進会議

全学情報システム運用委員会

国際文化交流学部

保健医療学部

生産システム科学部

国際文化交流学科

看護学科

臨床工学科

生産システム科学科

■ 研究内容が法令や各種ガイドライン
　 に適合しているか否かを審議

■ 附属施設の運営について審議

■ 教育について分野ごとに審議

■ 法人の経営に関する
　 重要事項を審議

■ 大学の教育研究に関する
　 重要事項を審議

■ 法人運営に関する重要事項を審議

大学院 サステイナブル
システム科学研究科

ヘルスケアシステム科学専攻

グローカル文化学専攻

生産システム科学専攻
サステイナブルシステム
科学研究科委員会

地域連携推進センター会議

次世代考古学研究センター 次世代考古学研究センター会議

（所掌する全学委員会）

副理事長 ［学長］



年度計画の最小項目として記載されている各事項の達成状況。評価基準に沿って評価
を行う

年度計画の各数値目標の達成状況。評価基準に沿って評価を行う

小項目別評価及び指標単位評価を踏まえた、中期計画における大項目ごとの進捗状況
大項目ごとに評価基準に沿って、中期計画の進捗状況を総合的に勘案して評価を行う

項目別評価を踏まえた中期計画全体の進捗状況。大項目別評価の結果を踏まえ、中期
目標の達成に向けた中期計画全体の進捗状況を総合的に勘案して評価を行う

項目別評価 小項目別評価

 指標単位評価

 大項目別評価

全体評価

⑵
　
評
　
価

資料
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  評価の基本方針

年度評価は、公立大学法人公立小松大学（以下「法人」という）の中期目標の達成に向けた中期計画
の進捗状況を確認する観点から行い、評価に当たっては、総合的かつ効率的に行う。なお、評価の
際は、法人の教育研究の特性や業務運営の自主性・自律性に配慮するとともに、評価を通じて、
法人の中期目標の達成に向けた取り組み状況を市民に分かりやすく示すよう努めるものとする。

  評価項目

大項目 事業
項目数

設定
平均値

教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置
①教育に関する目標を達成するための措置

教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置
②研究に関する目標を達成するための措置

教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置
③国際交流に関する目標を達成するための措置

地域貢献に関する
目標を達成するための措置

業務運営の改善及び効率化に関する
目標を達成するための措置

財務内容の改善に関する
目標を達成するための措置

自己点検・評価及び情報の提供に関する
目標を達成するための措置

その他業務運営に関する
目標を達成するための措置

その他設立団体の規則で定める
業務運営に関する事項ⅩⅢ

Ⅶ

Ⅵ

Ⅴ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

合計

5 4 3 2 1

47

10

5

12

14

11

7

20

1

128

3

0

2

1

2

0

1

0

0

9

 （6.4%）

（0.0%）

（40.0%）

（8.3%）

（14.3%）

（0.0%）

（14.3%）

（0.0%）

（0.0%）

（7.0%）

（74.5%）

（100.0%）

  (60.0%)

（75.0%）

（64.3%）

（63.6％）

（71.4%）

（55.0%）

（0.0%）

（70.3%）

35

10

3

9

9

7

5

11

0

90

9

0

0

2

3

4

1

9

1

29

（19.1%）

（30.0%）

 （0.0%）

（16.7%）

（21.4%）

（36.4%）

（14.3%）

（45.0%）

（100.0%）

（22.7%）

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（0.0%）

（0.0%）

（0.0%）

（0.0%）

（0.0%）

（0.0%）

（0.0%）

（0.0%）

（0.0%）

（0.0%）

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（0.0%）

（0.0%）

（0.0%）

（0.0%）

（0.0%）

（0.0%）

（0.0%）

（0.0%）

（0.0%）

（0.0%）

3.9

4.0

4.4

3.9

3.9

3.6

4.0

3.6

3.0

3.8

  小項目別評価　統括表
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ⅩⅡ 余剰金の使途

1 0
（0.0%）

0
（0.0%）

0
（0.0%）

1 0
（100.0%） （0.0%） 4.0

※

※

※中期計画に大項目として記載しているⅫ、XIIIに係る実績については、全体評価の際に参考情報として用いる。
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評価区分 評価基準 評価の目安設定

小項目別評価の平均値が4.3以上、かつ、指標単位評価の各項目が数値指
標を上回り、さらに業務の進捗状況や特記事項の内容に特筆すべき進捗や
取組があると評価委員会が認める場合

小項目別評価の平均値が1.8以下、または、指標単位評価の各項目におい
て数値指標を大幅に下回り、中期計画の達成のためには重大な改善事項が
あると評価委員会が認める場合

小項目別評価の平均値が3.5以上4.2以下、かつ、指標単位評価の各項目
が数値指標を上回り、さらに評価委員会が「Ａ」相当と認める場合
小項目別評価の平均値が3.5以上4.2以下に満たないが、指標単位評価の
評定及び主たる業務の進捗状況や特記事項の内容を総合的に勘案して評
価委員会が「Ａ」相当と認める場合

小項目別評価の平均値が2.7以上3.4以下、かつ、指標単位評価の各項目
が数値指標を概ね上回り、さらに評価委員会が「Ｂ」相当と認める場合
小項目別評価の平均値が2.7以上3.4以下に満たないが、指標単位評価の
評定及び主たる業務の進捗状況や特記事項の内容を総合的に勘案して評
価委員会が「Ｂ」相当と認める場合

小項目別評価の平均値が1.9以上2.6以下、または、指標単位評価の項目に
おいて数値指標を下回り、さらに評価委員会が「Ｃ」相当と認める場合
小項目別評価の平均値が1.9以上2.6以下に満たないが、指標単位評価の
評定及び主たる業務の進捗状況や特記事項の内容を総合的に勘案して評
価委員会が「Ｃ」相当と認める場合

中期目標・中期計画の達成に向けて
概ね順調に進んでいる

中期目標・中期計画の達成のためには
改善を要する

中期目標・中期計画の達成のためには
抜本的な改善が必要である

中期目標・中期計画の達成に向けて
特筆すべき進行状況にある

年度計画を大幅に上回る
年度計画を上回る
年度計画を概ね実施
年度計画を十分に実施せず
年度計画を大幅に下回る

年度計画を大幅に上回る
年度計画を上回る
年度計画を概ね実施
年度計画を十分に実施せず
年度計画を大幅に下回る

達成率100%以上かつ顕著な成果がある
達成率100%以上
達成率80%以上 100%未満
達成率60%以上 80%未満
達成率60%未満

中期計画全体の進捗状況について、項目別評価から総合的に勘案し、評価

特に優れる若しくは顕著な成果がある
上回る若しくは十分な実施状況
実施している
下回る若しくは実施が不十分
特に劣る若しくは実施していない

中期目標・中期計画の達成に向けて
順調に進んでいる

中期目標・中期計画の達成に向けて
概ね順調に進んでいる
中期目標・中期計画の達成のためには
改善を要する
中期目標・中期計画の達成のためには
抜本的な改善が必要である

中期目標・中期計画の達成に向けて
特筆すべき進行状況にある
中期目標・中期計画の達成に向けて
順調に進んでいる

S

A

B

C

D

s
a
b
c
d

S
A
B
C
D

5
4
3
2
1価

評
別
目
項
小

価
評
別
目
項

価
評
体
全
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大

価
評
位
単
標
指

  評価基準
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住民の生活、地域社会及び地域経済の安定等の公共上の見地からそ
の地域において確実に実施される必要のある事務・事業のうち、地方公
共団体自身が直接実施する必要はないものの、民間の主体に委ねては確
実な実施が確保できないおそれがあるものを効率的・効果的に行わせる
ため、地方公共団体が設立する法人。

地方独立行政法人のうち、大学の設置及び管理を行うもの。公立小松
大学の設置・管理は、「公立大学法人公立小松大学」が行っている。

地方独立行政法人法第11条の規定により小松市長の附属機関として
設置され、中期目標の策定や中期計画の認可に際しての意見の提示、法
人の業務成績についての評価を行うほか、評価結果を踏まえ必要に応じ
て業務運営の改善・勧告を行うなど、法人の運営に関し、第三者の視点か
ら評価する。評価委員会の組織及び委員等必要な事項は、小松市公立大
学法人評価委員会条例で定めている。

法人が、６年間において達成すべき目標で、市長が定め、公立大学法人
に指示するもの。

中期目標に基づき、当該中期目標を達成するために公立大学法人が作
成するもの。

中期計画を着実に実行していくために法人が年度ごとに作成するもの。

「グローバル（Global）：世界）」と「ローカル（Local）：地域」を掛け合
わせた造語。グローカル人材は、国際社会で通用する能力やグローバルな
視点・経験を有し、地域の活性化や持続的発展に貢献できる人材を指す。　

自分の職業人生を自らの手で主体的に構想・設計＝デザインすること。
自分の経験やスキル、ありたい将来像についてを考慮しながら、自らの持
つ能力を活かすための仕事、職務の形成を進める。　

外部機関から研究経費等を受け入れ、大学の教員等が外部機関の研究
者と共通の課題について共同して行う研究や、大学・外部機関において共
通の課題について分担して行う研究。

大学が外部からの委託を受けて職務として行う研究で、これに要する
経費を委託者が負担するもの。　

文部科学省及び独立行政法人日本学術振興会の事業。
すべての分野、基礎から応用までのあらゆる「学術研究」（研究者の

自由な発想に基づく研究）を発展させることを目的とする「競争的研究
資金」であり、審査を経て、独創的・先駆的な研究に対する助成を行う
もの。

教員が授業内容・方法を改善し向上させるための組織的な取り組みの総
称。具体的な例としては、教員相互の授業参観の実施、授業方法について
の研究会の開催、新任教員のための研修会の開催等を挙げることができる。

職員全員を対象とした、管理運営や教育・研究支援までを含めた資質
向上のための組織的な取り組みを指す。「職員」には、教授等の教員や学
長等の大学執行部、技術職員等も含まれる。

ファカルティ・ディベロップメント（FD）やスタッフ・ディベロップメント
（SD）のための大学としての活動。

経常収益のうち、「授業料」「入学金」「検定料」等の合計。

地方独立行政法人

公立大学法人

評価委員会

中期目標

中期計画

年度計画

グローカル

キャリアデザイン

共同研究

受託研究

科学研究費補助金

ファカルティ・ディベロップメント
( FD )

スタッフ・ディベロップメント
( SD )

FD・SD活動

自己収入額

⑶
　

説
解
語
用

資料
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ポッポ汽車●
展示館　

木場I.C.

蓮代寺I.C.

東山I.C.

八幡I.C.

佐々木I.C.

小杉I.C.

大長野I.C.

千代・能美I.C.

粟津I.C.

二ツ梨I.C.

箱宮I.C.

●ハニベ岩窟院

●埋蔵文化センター
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こまつドーム●

●
那谷寺
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●滝ヶ原石切場
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市民センター●

小松天満宮●

●小松警察署

小松市
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●

●

●航空プラザ
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小松市民病院●
航空自衛隊
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小松空港●

小松市役所●
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●こまつ曳山交流館 みよっさ●
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●南消防署
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●イオンモール新小松　

　尾小屋マインロード
●鉱山資料館

●アル・プラザ小松

木場潟

前川

梯川

日本海

北陸自動車道
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小松バイパス

●粟津温泉

日用苔の里　　
●

加賀産業道路

小松I.C.
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中央キャンパス末広キャンパス

粟津キャンパス

Ｒ
Ｉ
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道
鉄
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幹
新
陸
北

●
●木場潟公園

中央園地

東園地

●南園地

●西園地

●
北園地

 中央キャンパス
 ［ 全学部・国際文化交流学部 ］
〒923-0921 石川県小松市土居原町10番地10
アクセス▶小松駅から徒歩約1分
※小松駅前の複合施設「こまつアズスクエア」2・3階

 末広キャンパス
 ［ 保健医療学部 ］
〒923-0961 石川県小松市向本折町へ14番地1
アクセス▶小松駅から路線バスで
「市民病院」下車（所要時間約7分）徒歩約3分、
小松駅から徒歩約23分
※南加賀地域の広域医療の拠点である小松市民病院に隣接

 粟津キャンパス
 ［ 生産システム科学部 ］
〒923-8511 石川県小松市四丁町ヌ1番地3
アクセス▶粟津駅から徒歩約12分
※南加賀地域のものづくり集積地の中心に位置

サイエンスヒルズこまつ
こまつビジネス創造プラザ

小松市
團十郎芸術劇場うらら

Campus Map
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